実習課題10

～偏差値の計算方法～


年
組
番氏名





目標：（この課題でできるようにしたい情報機器の操作目標を書きなさい。）

	「偏差値」とは、ある数値が全体の平均からどれくらいズレているかを表す数値であり、統計処理でつかわれる。これによって、テストのでき具合を比較することもできる。情報の表し方の一つとして、偏差値について調べてみよう。


はじめに
中学校から偏差値がついて、自分がいまどのあたりにいるのかということを常に気にしながら生活している人も多いだろう。
もともと、偏差値を作ったのは桑田昭三という元・中学の理科教諭である。当時、進路指導を「勘」のみでやっていた時代だった。彼は、受験の失敗で悲しむ生徒たちを減らそうと考え、偏差値を考案した。生徒への愛情から偏差値が生まれたのである。だから、「偏差値が悪いわけではない」いう意見もある。その、偏差値とは、いったいどんなものなのかその仕組みを理解しよう。
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· 標準偏差
：平均からの距離をあらわす。分散の平方根の正の値。

· 分散
：データの分布の散らばり具合。偏差を２乗したものの平均値。

· 偏差
：個々のデータから平均を引いたもの。

実習方法
1. 用意されたエクセルのファイルを使って偏差値のしくみについて理解する。

1 データを入力する。

2 素点の平均を求める。

3 各データについて、平均からの差を求める（偏差を求める）。

4 各データの平均との差を二乗する。

5 その平均を求める（分散を求める）。

6 分散の平方根を取り、標準偏差を求める。

7 各データについて偏差値を求める。

2. エクセルの関数を使って、偏差値を求める表を作成する。

1 関数STDEVPを利用する。

2 関数STANDARDIZEを利用する。

3. 自分の持ってきたデータに、偏差値をつける。

※
実習用ファイルhensati.xls
報告書の作成
１、エクセルについて、次の項目についてまとめなさい。

1､ SQRTの使い方を調べなさい。
	


2､ AVERAGEの使い方を調べなさい。
	


3､ 相対参照と絶対参照の違いは何か、具体例をあげて、わかりやすく説明しなさい。
	


4､ STDEVPという関数について調べなさい。
	


2、 今回習熟し、できるようになった事柄をあげなさい。
	


３、偏差値の利用について、あなたは「賛成か反対か」明記し、その理由を述べなさい。

	


確認テスト
問題

表計算ソフトとは、文字・数字・計算式などを入力して表を作成し、これを使って集計処理を行うためのソフトである。表計算ソフトには表作成機能の他に、グラフ機能やデータベース機能がついているものが多い。表計算ソフトについて以下の問いに答えなさい。

(1) 次の各文章はMicrosoft Excelについて述べたものである。〔
〕内に適する語句を入れなさい。

1 表計算ソフトには文字や数値を記入するための升目がある。この升目のことを〔セル〕とよび、この升目が集まった全体を〔ワークシート〕と呼び、一つの文書ファイルに相当するものを〔ブック〕と呼ぶ。

2 表計算ソフトの升目は縦横に規則正しく並び、それぞれに番地がついている。縦のことを〔列〕、横のことを〔行〕と呼んでいる。

3 数式を記入する場合はその先頭に〔＝〕をつける。

4 四則演算の記号は、足し算は＋、引き算は－、掛け算は〔＊〕、割り算は〔／〕を使う。べき乗の計算を行わせるときは〔＾〕を使う。

(2) 行と列からなる表形式でデータを関連づけて表現するデータベースのことを特になんと呼ぶか。〔リレーショナルデータベース〕

(3) 表計算ソフトを使うメリットを、「計算を自動的にやってくれる」「グラフが簡単に作成できる」「データベース機能」以外に一つあげなさい。

〔統計関数によるデータ分析ができる。シミュレーションを行うことができるなど。〕

問題

偏差値とは、学力などの検査結果が集団の平均値からどの程度へだたっているかを数値で示したものことで、〔偏差〕を〔標準偏差〕で割って１０倍し５０を加えたもののことである。偏差とは標準となる数値からのかたよりのことで、この場合はおのおのの値と平均値との差のことである。標準偏差は偏差を２乗し、その平均値の〔平方根〕の正の値で示します。

偏差値とは、平均点からどれだけ離れているかを数値で表したもので、テストの結果が平均点と同じであれば、偏差値は〔50〕になるように作られています。

(1)上記の〔
〕内を適語で埋めなさい。

(2)学力検査の統計結果が平均を中心にきれいな山形を描くという考えから偏差値は考え出された。このような平均点を中心に山形を描く分布曲線を何と呼ぶか。

〔正規分布曲線〕

(3)偏差値の功罪にについて、自分の思うことを述べなさい。

〔自分の相対的な位置を知ることができ、評価を行うための効果的な一つの方法であるが、これを持ってすべての評価とするのは間違いである。〕

問題

次の表は偏差値を求めるための表である。以下の問に答えよ。

	
	A
	B
	C
	D
	E
	F
	G
	H

	1
	氏名
	素点
	平均からの差
	C列の2乗
	各生徒の位置
	偏差値
	
	

	2
	S１
	２９
	
	
	
	
	
	

	3
	S２
	２９
	
	
	
	
	素点(B列)の平均
	

	4
	Ｓ３
	３
	
	
	
	
	=AVERAGE(B2:B200)
	

	5
	Ｓ４
	９７
	
	
	
	
	分散(D列の平均)
	

	6
	Ｓ５
	１６
	
	
	
	
	=AVERAGE(D2:D200)
	

	7
	Ｓ６
	９
	
	
	
	
	標準偏差(分散のルート)
	

	８
	Ｓ７
	０
	
	
	
	
	
	


(1) =AVERAGE(B2:B200)の意味を書きなさい。〔セル番地Ｂ２からＢ２００までの平均を求める〕
(2) Ｃ２にオートフィルでコピーができるように、式を書きなさい。〔=B2－$Ｇ$4〕

(3) Ｄ２に入れる式を書きなさい。〔=C2^2〕

(4) Ｇ８に氷人偏差を求めるための式を入力しなさい。〔=SQRT(Ｇ６)〕

(5) Ｅ２には=(B2－$Ｇ$4)/$Ｇ$８を入力した。この式の意味を簡単に書きなさい。

〔素点から素点の平均値を引き、標準偏差で割った。この式をコピーできるように素点の平均と標準偏差には絶対参照を使った。〕

自己評価
あてはまるものにチェックを入れなさい。（自分が何について理解し、できるようになったかを振り返るものです。正直に答えること）

	偏差値の持つ意味と、その功罪について理解できた。
	

	偏差値の功罪について、自分の考えを述べることができた。
	

	絶対参照と相対参照について理解できた。
	

	絶対参照について理解し、式をコピーすることができた。
	

	同じ文字や連続データの入力を、オートフィルを使って入力を簡略することができた。
	

	セルの書式設定を使って、見やすい表を作成することができた。
	

	罫線やセルの幅や高さを変えて、見やすい表を作成できた。
	

	セルに計算式を入力することができた。
	

	計算に利用する関数について、その使い方を調べることができた。
	

	計算に利用する関数について、その意味を理解できた。
	


評価
	評価の観点
	評価規準
	評価の方法
	得点

	関心･意欲･態度
	偏差値の求め方、および偏差値の功罪について調べようとしている。
	自己評価から
	

	
	表計算ソフトの持つ様々な機能と関数について感心を持ち、制作物に、学習した関数を使用している。
	制作物から
	

	思考･判断
	絶対参照と相対参照の違いについて理解し、式のコピー等、入力ミスを少なくするための判断ができる。
	自己評価から
	

	
	表計算ソフトの統計関数を使い、データの変更や表の再利用性を高める工夫をすることができる。
	報告書から
	

	技能･表現
	オートフィルなど、データ入力の作業効率を高めるための工夫を理解し実行することができる。
	報告書から
	

	
	複数のシートを使うなど、見やすく使いやすい表の基本原則を理解し、これを実行できる。
	報告書から
	

	知識･理解
	表計算ソフトの基本的な関数の使用方法と意味について理解している。
	確認テストから
	

	
	表計算ソフトを利用して情報の処理を行う意義や、ソフトの持つ処理の役割を理解している。
	確認テストから
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